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宮城・仙台北陵クリニック筋弛緩剤冤罪事件 

最高裁､守さんの再審認めず 
再審請求を棄却する不当決定 

 

仙台北陵クリニック・筋弛緩剤冤罪事件全国連絡会 

仙台北陵クリニック・筋弛緩剤冤罪事件守大助さんを守る宮城の会 
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仙台北陵クリニック・筋弛緩剤冤罪事件の再審請求特別抗告審において、最高裁判所第三

小法廷（林景一裁判長）は、守大助さんの特別抗告を棄却する不当決定をおこないました。

決定は 11 月 13 日付けで、裁判官全員一致の意見です。 

事件は、２００１年に准看護師の守さんが患者５人の点滴に筋弛緩剤を混入したとして、

殺人及び殺人未遂罪で無期懲役が確定したものです。守さんは２０１２年に再審請求をおこ

ない、現在、千葉刑務所に収監されています。 

この事件は、守さんを有罪とする直接証拠が何一つない中で、鑑定資料を全量消費して鑑

定不能とした大阪科捜研の「鑑定」と、患者を診てもいない東北大医学部・橋本保彦教授の

法廷での「証言」を根拠に有罪とされました。再審請求審で、弁護団はそれら有罪の根拠を

弾劾する新証拠を提出しましたが、仙台地裁、仙台高裁とも一切の事実調べも証拠開示もせ

ず棄却決定をしました。最高裁も同様に、新証拠についてなんら言及することなく、「刑訴

法４３３条の抗告理由に当たらない」として守さんの訴えを退けました。 

私たちは、守大助さんの雪冤のために引き続き奮闘するものです。 

 

【抗議先】〒102-0092 東京都千代田区隼町４－２ 最高裁判所第三小法廷 林景一裁判長 

【激励先】〒264-0023 千葉県千葉市若葉区貝塚町１９２ 守大助様 （千葉刑務所） 
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